
清

原

家

の

孝

経

抄

諸

本

に

つ

い

て

家

抄

一
、

清
原
家
の
孝
経
抄
諸
本

ω
宣
賢
の
漢
文
体
の
抄

問
責
賢
の
自
筆
手
控
え

附
宣
賢
諮
の
問
書

川同
宣
賢
講
の
問
答
の
業
賢
増
補
本

刷
業
賢
の
沙

二
、

清
原
家
の
抄
物
の
性
格
に
つ
い
て
の
問
題

ω
抄
物
の
作
成
に
つ
い
て

問
手
控
え
と
問
答
に
つ
い
て

附
抄
文
の
固
定
化
に
つ
い
て

一
、
清
原
家
の
孝
経
抄
諸
本

清
原
家
の
抄
物
に
つ
い
て
の
書
誌
的
研
究
に
は、
す
で
に
足
利
街
述
氏
の

「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教」
所
収
「
経
害
訴
抄
書
目
解
題」、
遠
藤
嘉
基・
寿

岳
章
子
氏
の
「
抄
物
目
録」
I
E
が
あ
り、
足
利
氏
は
そ
こ
で
清
原
家
の
孝

経
抄
と
し
て
つ
ぎ
の
六
本
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る。

古
文
孝
経
問
者

清
原
氏

古
妙
木一
冊

京
都
仁
和
寺
蔵

古
文
孝
経
抄

清
原
宣
賢

84 

物

性

格

ーー

の

出

ξp­
τz玉主

→
ナ

朝

宣
賢
自
筆
本一
冊
(
外
題
孝
経
秘
抄)

久
原
文
軍
蔵

一位
園

芸ナ
写
本一
冊

京
都
帝
国
大
学
蔵

古
抄
本一
冊

京
都
両
足
院
蔵

向
上
(
外
題
孝
経
抄)

図
書
寮
蔵

孝
経
抄

清
原
宣
賢

立
賢
自
笹
本一
冊

久
原
文
庫
蔵

右
の
う
ち
仁
和
寺
本
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
が、
あ
と
の
五
本
は
確
か
に
い

ず
れ
も
清
原
家
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る。
「
抄
物
目
録」
で
は、
こ
の
う
ち

久
原
文
庫
(
現
大
東
急
文
庫)
蔵
の
二
本
を
除
く
四
本
を
収
め
て
い
る
が、

さ
ら
に
同
目
録
所
載
の
つ
ぎ
の
二
本
が
清
原
家
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

孝
経
抄

写
本一
冊

京
大
図
書
館
蔵
(
同
目
録
孝
経
の
部
ω)

孝
経
抄

写
本一
冊

東
洋
文
庫
蔵
(
同
目
録
同
問)

従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
諸
本
の
う
ち
清
原
家
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
は
以

上
で
あ
る
が、
管
見
の
範
聞
で
は
ほ
か
に
つ
ぎ
の
二
本
が
あ
る。

トリ
文
孝
経
抄

写
本
二
間

前ザ
経
閣
文
庫
蔵

古
文
孝
絞
抄

写
本
二
冊

教
育
大
図hAU
館
蔵

こ
の
よ
う
に
凋
汽
の
結
果
清
原
家
の
も
の
と
確
認
で
き
た
孝
経
抄
は
九
本
で
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ふJ
る
が、
こ
れ
ら
は
五
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る。
以
下
順
次
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て、
く
わ
し
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す

る。
な
お、
各
本
の
う
ち
「
抄
物
目
録」
所
収
の
五
本
に
つ
い
て
は
体
裁
に

つ
い
て
の
解
説
を
省
き、
そ
の
他
の
も
の
は
注
に
示
し
た。

ω
宣
賢
の
漢
文
体
の
抄

(注l)

ま
ず
最
初
に、
ω
大
東
急
文
庫
蔵
「
孝
経
抄」
(
ω
本
と
略
称、
以
下
諸

本
も
同
様)
を
と
り
あ
げ
る。
本
警
は
奥
書
識
語
の
類
を
欠
く
が、
巻
末
に

あ
る
師
賢
(申凡
賢
よ
り
十
二
代
目
の
子
孫
で
天
保
二
年
残)
の
書
き
入
れ

「
此
孝
経
抄一
巻
者
我
先
環
翠
粁
御
真
跡
也

給
車
中
師
賢
詫
誌」
の
と
お

り、
官一
賢
の
自
筆
と
認
め
ら
れ
る。
た
だ
し
川
瀬一
馬
博
士一
(「
名
家
日
市

本
の
鑑
定」
大
東
急
文
庫
文
化
講
座
シ
リ
ー
ズ
第
叩
巻)
に
よ
れ
ば、
最
初

の
四
行
は
別
筆
と
の
こ
と
で
あ
る。
内
容
は、
孝
経
の
本
文
な
ら
び
に
孔
安

国
注
の
語
句
を
抄
出
し、
中
国
の
諸
注
疏
か
ら
引
用
し
た
釈
を
つ
け
た
も
の

で
あ
る
が、
序
を
は
じ
め
欠
け
て
い
る
部
分
が
多
く、
孝
経
全
文
に
わ
た
っ

た
も
の
で
は
な
い。
本
書
の
よ
う
な
漢
文
体
の
抄
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
が、
こ
の
場
合
は
つ
ぎ
に
の
べ
る
抄
と
の
関
係
に
お

い
て
問
題
が
あ
る
の
で、
そ
こ
で
合
わ
せ
て
論
じ
る。

同
宣
賢
の
自
筆
手
控
え

{
注2)

つ
HC
に、，
山
大
東
急
文
庫
蔵
「
孝
紅
花
抄」、
制
京
大
図
書
館
蔵
「
古
文

字
経
抄」
(「
抄
物
目
録」
孝
経
ω
参
照)、
仙
教
育
大
図
書
館
蔵
「
古
文
孝

(
注
3)

経
抄」
の
三
本
が
同一
の
内
容、
奥
書
「
古
文
孝
経
抄
華

清
三
位
入
道
宗

尤。一
を
持
ち、
一
群
を
な
し
て
い
る。
刷
本
は
宣
賢
自
筆
本
で
あ
る
か
ら
も

ち
ろ
ん
原
本
で、
ω
仙
本
は
そ
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る。
両
本
と
も
転
写

者・
年
代
は
不
明
で
あ
る
が、
川何
本
ば
京
大
清
家
文
庫
本
で、
則
賢
(
前
出

清原家の孝経抄;吉本について

師
賢
の
父。
寛
政
九
年
残)
の
署
名
が
あ
る
点
か
ら、
少
な
く
と
も
江
戸
中

期
ま
で
は
清
原
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
山
本
は
か
な
り
新
し

い
写
本
で
あ
る。
以
下、
も
っ
ぱ
ら
原
本
で
あ
る
山
本
に
つ
い
て
考
え
て
い

ノ\。山
本
の
内
容
は、
孝
経
の
本
文
を
訓
点
つ
き
で
段
落
ご
と
に
掲
げ、
そ
の

本
文
お
よ
び
孔
安
国
注
の
釈
を
ナ
リ
式
文
語
体
で
記
し
た
も
の
で、
い
わ
ゆ

る
講
義
の
手
控
え
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る。
中
国
の
諸
注
を
原
文
の
ま

ま
引
用
し
て
い
る
個
所
も
多
い。
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
は、
林
秀一
氏

(「
清
原
宣
賢
の
孝
経
秘
抄
に
つ
い
て」
〈『
か
が
み』
第
二
号〉)
に
説
が
あ

る。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は、
林
氏
の一
言
わ
れ
る
よ
う
に、
奥
告
に
「
入
道

宗
尤」
と
あ
る
こ
と
か
ら、
出日一
賢
が
薙
髪
し
て
宗
尤
と
号
し
た
享
禄
二
年

こ
五
二
九)
一一
月
か
ら
残
年
の
天
文
十
九
年
二
五
五
O)
七
月
ま
で
の

問
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で、
さ
ら
に
講
義
の
手
控
え
と
い
う
性
格
を
重
視

(
注4)

し
て
臆
測
す
れ
ば、
記
録
の
上
で
宣
賢
が
初
め
て
孝
経
を
講
じ
た
天
文
六
年

(一
五
四
四)
一一
月
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る。
川
瀬
博
士

は
本
書
が
有一
賢
の
晩
年
の
筆
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
(
前
記
著
書)、
そ
う

と
す
れ
ば
天
文
六
年
よ
り
余
り
速
く
な
い
頃
の
作
で
あ
ろ
う。
成
立
の
事
情

に
つ
い
て、
林
氏
は、
ω
で
述
べ
た
同
じ
く
宣
賢
自
筆
の
ω
本
と
の
関
係
の

も
と
に
考
察
さ
れ、
「
官-
賢
は
本
書
(
引
用
者
注
山仰
木
を
さ
す)
の
著
作
に

当
た
っ
て、
予
じ
め
そ
の
姉
妹
篤
と
も
称
す
べ一
き
『
孝
経
抄』
(
ω
本
を
さ

す)
を
作
成
し」、
「
先
に
『
孝
経
抄』
で
引
用
述
設
を
根
本
資
料
と
し
て、

こ
れ
を
仮
名
交
り
文
に
品川口
き
改
め、
場
合
に
よ
っ
て
は
漢
文
体
の
ま
ま
引
用

し」
て
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る。
し
か
し、
ω
本
は
省
略
本
で
あ
っ
て
山川

本
と
完
ん止
に
は
内
容
が一
致
し
な
い
の
で、
出H一
賢
が
山
本
の
著
作
の
た
め
に
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前
も
っ
て
ω
本
を
作
っ
た
と
は
必
ず
し
も
断
定
で
ぎ
な
い
と
思
う。

川
瀬
、沖

士
よ
よ
れ
ば
(
前
記
著
書)

、

川w'
r宇
ば
円日一
賢
の
比
較
的
H6
い
頃
の
苫
と

の
-
}

と
で
あ
り、
川w
h
両
本
は
相
当
年
代
をわ向
い
て
作

ら
れ
た
も
の

と

も
み

ら

れ、
そ
の
点
か
ら
も
士直
接
的
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で

あ

る 。
し
か

し、

今
は
そ
の
こ
と
よ
り
も、

ω川
本
が
叫
本
で
引
用
し
て
い
る
中
国
の
諸
注

を 、

書
き
下
し
た
形
式-~
し
て
い
る
ニ
と
を
問
題
こ
し
(~
ぃ

。

つ
子
三
河
を

あ
げ
て
示
す。

同
本
l
ウ

正
義
日
開
張
也
宗
本
也
明
顕
也
義
義
理
也
言
此
章
開1
張一
経
之
宗
本一

顕引
明
五
孝
之
薬
理一
故
臼ニ
閃
宗
明
北
丹下一
也
第
次
也一
数
之
始
也
以
北世田下

抱
標
諸
市
以
次
結
之
故
為二
第一
二百二
諸
市
首一
谷川

山仰
木
れ
オ

関ハ
張
也
宗ハ
本
也
明ハ
顕
也
務ハ
茶
理
也
此
章ハ
一
経
ノ
本
ヲ
閲
キ
張

テ
天
子
ヨ
リ
庶
人-一
至
7-ア
ノ
五
孝
ノ
義
理
ヲ
顕
明ニ
ス
ル
卜
云
義
也
章

ハ
明
也
其
事
ヲ
辞-一
ア
ラハ
シ
テ
明
ナ
ラ
シ
ム
ル
卜
云
炎
也
第
三次
也一

ハ
数
ノ
始
也
諾
意
ヲ
次
第
ス
ル
始
メ
ト
云
心
也

光
に
述
べ
た
よ
う
に
同
州
二
本
は
直
接
の
関
係
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず 、

す

べ
て
こ
の
よ
う
な
対
応
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
が、

相
当
節
分
ば
古
の
よ
う

な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

も
う
一

例
あ
げ
て
お
く
。

川町
本
1
オ

仲
尼
問
居
l
当
時
乱
遵
無二
復
綱
紀一
将
欲下
車比一一
揚
孝
道二
史
14小
後
人上
但

身
無三
其
位一
不ニ
敢
制
作-
而
師
儒
有-一
教
悔
之
義-
弟
子
有二
世弔問
問
之
道一曲目

参
行レ
孝
先
有=
重
名一
乃
仮二
言
己
之
閑
消一
呼レ
参
以二
孝
法-

仰
木
れ
オ

劉
悠
カ
孔
子
ノ
向
作
卜
見ル
浅ハ
当
時
道一荻へ
礼
廃
タ
リ
孔
子
孝
道
ヲ
述

テ
後
人
ニ一不
サ
ン
ト
思
へ
ト
モ
孔
子ハ
其
徳
ア
リ
テ
其
位
ナ
シ
然
ト
モ

トィ、ヒ

カウグヲイ

幸-一
師ニ
ハ
教
悔
ノ
義
ア
リ
弟
子-一
ハ
請
問
ノ
道
ア
リ
曽
子
孝
道-一
於
テ

デウメイ

コト、

重
名
ア
リ
故-一
言
ヲ
問
居-一
仮
テ
参
卜
呼
テ
孝
ノ
法
ヲ
告ル
也

川川
本
は
劉
法
の
述
議
の
原
文
を

引
用
し
た
も
の
だ
が、

こ
の
場
合
も
仰
木
は

そ
の
述
議
を
書
き
下
し
文
に
し
た
形
式
で
あ
る。
こ
の
よ
う
に、
叫
本
は、

(
注5)

述
議 、

正
義
な
ど
の
中
国
諸
注
を
参
考
に
し 、
そ
れ
を
書
き
下
す
(
も
ち
ろ
ん

原
文
の
ま
ま
引
く

場
合
も
あ
る)
形
式
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
宣
賢
自
身
の
意
見
も
書
か
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
が 、

文
体
と
し
て
は
右
に
あ
げ
た
例
か
ら
も
み
ら
れ
る
と

い山
り、

一
般
的
に
言
っ
て
浅
文
の
書
き
下
し
文
的
な
色
彩
が
濃
い

。

こ
の
よ

う
に

、

抄
の
作
成
に
当
た
っ
て
中
国
の
諸
注
を

参
考
に
し 、

そ
の
書
き
下
し

文
的
な
文
休
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は 、

吉一
賢
の
講
義
の
手
控
え
と
呼
ば
れ

る
抄
物一
般
に
つ
い

て
言
え
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
。

今
く
わ
し
く
論
じ

る
限
は
な
い
が

、

文
体 、

中
国
の
諸
注
を
盛
ん
に
引
用
す
る
点
な
ど
は
す
べ

て
に
共
、通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

手
控
え
の
性
絡
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
文
語

体
抄
物
に
つ
い
て
は
最
近
土
井
洋
一

氏
が

く
わ

し

く
論
じ
て
お
ら
れ
る
が

(
「
抄
物
の
手
控
と
問
者
i
ロ
一治
資
料
と
し
て
の
性
格
」
〈
『
国
文
学
孜
』

第
二

十
四
号〉
)
、

そ
の
文
体
の
究
明
に
当
た
っ
て
は、

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な

点
も
考
慮
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ωb
F
賢
講
の
問
者

三
番
目
の
系
統
と
し
て

は、

ω
宮
内
庁
重

厚岐
部
蔵「
孝
経
抄」
(「
抄
物
目

録」
孝
経
刷
参
照)
と
の
建
仁
寺
両
足
院
蔵
「
孝
経
抄」
(「
抄
物
目
録」
孝

絞
仰
参
照)

の
二
本
が
あ
る
。

こ
の
両
本
は
語
句
の
書
き
こ
み
な
ど
の
小
異
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を

除

い

て

、

ま

っ

た

く

同

一

の

内

容

の

も

の

で

あ

る

。

と

も

に

奥

書

識

語

の

類
を
欠
Z 、

書
写
人
物
年
代
は
不
明
で
あ
る
が 、

制
本
は
室
町
時
代
の
写
と

さ
れ
て
お
り

(番
陵
部
目
録) 、

山
本
守
て
れ
よ
り

新
し
い
よ
う
で
あ
る 。

内
容
は
先
に
述
べ
た
似
本
の
仮
名
抄
の
部
分
と
よ
く
似
て
い
る
が 、

こ
の
二

本
は
孝
経
と
孔
安
国
注
の
原
文
を
載
せ
て
い
な
い
点
が
大
き
な
違
い
で
あ

る 。

宣
賢
自
筆
の
山
本
と
の
内
容
の
類
似
か
ら 、

ω
山山
本
も
宣
賢
の
手
に
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う

推
測
が
一
応
で
き
る
わ
け
で 、

足
利
氏
が
本
書
を

市日一
賢
の
も
の
と
さ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、

清
原
家
で
は

師

説

を

継

承

す

る

傾

向

も

あ

り

、

大

体

の

内

容

の

一

致

と

い

う

こ

と

だ

け

で

抄
者
講
者
を
決
定
す
る
の
は
危
険
な
こ
と
が
多
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
場
合

は 、

幸
い
に
後
述
す
る

山
東
洋
文
庫
蔵
「
孝
経
抄」(
ω
京
大
図
書
館
蔵
「
孝

経
抄」

も
同
様)

の
つ
ぎ
の
記
述
に
よ
っ
て
古
賢
の
も
の
と
断
定
で
き
る 。

す
な
わ
ち
同
抄
ロ
ウ
に

儒
者
ノ
若
イ
カ
ソ
コ
ニ
イ
ル
・
ソ
レ
ヲ
待
詔
学
土
卜

云
ソ
・
コ
レ
ヲ
本
ノ

儒
者
テ
ハ
ナ
ケ
レ
ト

モ
・

臨
時
二
夜
ヨ
ナ
カ
ナ
ン
ト

ニ
・

ニ
ワ
カ
ニ
物
ヲ

御
尋
ア
ラ
ウ
用
に
ヲ
カ
ル
、
ソ
・
ソ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
待レ
詔
学
士
卜

云
タ
ソ
・

環
抄
云
コ
レ
ハ
天
下
ノ
学
者
ノ
名
ニ
キ
コ
ユ
ル
ホ
ト
ノ
ヲ
召
テ
ヲ
カ
ル
、

也
と
あ
り 、

こ
の
「
環
抄」

と
は
「
環
翠
粁
の
抄」
と
解
さ
れ 、

こ
の
勾ん円
明

(
注6)

ら
か
に
宣
賢
の
抄
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る 。

宣
賢
の
孝
経
抄
と
い
え
ば
当
然

自
筆
の
山
本
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が 、

山
本
の
該
当
部
分
に
は 、

漠
武
帝
金
馬
門
ニ
学
士
ヲ
ヲ
イ
テ
待
詔
ト

テ
認
命
ヲ
待-
ア
御
不
審
ノ
事
ヲ

答
申
也
漢
書
公
孫
東
方
朔
皆一
玄
待「-
詔
金
馬
門一
待
詔
学
士一
ハ
詔
命
ヲ
待
ツ

学
士
也
(
日
オ)

清原 家 の 孝経抄諸本につ い て

と
あ
る
だ
け
で 、

仰
木
の
記
述
に
あ
て
は
ま
る
文
は
な
く 、

同
抄
の
い
う

「

環

抄

ー
一

が

山

本

を

さ

し

た

も

の

で

は

な

い

こ

と

が

わ

か

る

。

と

F

」

ろ

が

-

」

の

和

本

小

本

に

は

、

待
詔
学
士
ト

ハ
天
子
ノ
詔
命
ヲ
待
テ
御
不
審
ノ
事
ヲ
答
申
ス
学
士
ナ
リ

天

刊パ判剖パ判判判叶判川村川パ到剖列引利川1
1也

(
ω
本
ロ
ウ)

と
あ
り 、

い川
本
が
「
環
抄」

と
呼
ん
だ
の
は
こ
の
ω
的
両
本
で
あ
る
こ
と
明

ら
か
で
あ
る 。

後
述
す
る
よ
う
に

山
本
(
ω
本)

の
記
述
は
信
用
で
き
る
も

の
で
あ
る
か
ら 、

同
本
山
本
は申回一
賢
の
抄
と
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

で
は 、

等
し
く古田一
賢
の
抄
で
あ
る
山
本
の
系
統
と
倒
的
本
の
系
統
と
の
関

係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か 。

足
利
氏
は
「
両
足
院
・

図
書
祭
の
二
本
(
引
用
者

注 、

川何
本
山
本
を
指
す)

は 、

文
句
を
抽
出
し
て
抄
し 、

校
勘
な
く 、

音
訓

の
訂
正
な
く 、

講
義
も
簡
略
な
り 。

宣
賢
の
講
義
を
聞
き
て
筆
記
し
た
る
も

の
と
思
は
る 。」
(「
経
審
議
抄
書
目
解
題」)

と
述
べ
ら
れ 、

「
抄
物
目
録」

で
は 、

の
本
に
つ
い
て 、
「
抄
の
内
容
は
ω
(
引
用
者
注
刷
本
を
指
す)

と

酷
似
す
る
が 、

こ
と
ば
は
か
な
り
異
な
り 、

同
時
の
抄
と
は
考
え
ら・
れ
な

い
ご

と
し
て
い
る 。

足
利
氏
は
ご
く
簡
単
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
だ
け
で
あ

る
が 、

私
は
つ
ぎ
の
点
を
考
慮
し
て
氏
の
見
解
を
妥
当
と
考
え
る 。

こ
の
二

系
統
の
抄
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と 、

先
に
触
れ
た
よ
う
に 、

向
本
で
は

孝
経
・

孔
安
国
注
の
原
文
を
訓
点
づ
き
で
か
か
げ
そ
の
あ
と
に
解
釈
を
付
し

て
い
る
の
に
対
し 、

倒
的
本
で
は
そ
れ
ら
の
原
文
を
あ
げ
ず
文
句
を
抽
出
し

て
釈
し
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う

違
い
が
あ
る 。

こ
う
い
う

相
違
は
宣
賢
の
手

控
え
と
問
書
の
間
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て 、

た
と
え
ば 、
「
蒙
求
聴
慶」

(注7)

(
注8)

(
大
東
急
文
庫
蔵)

と
刊
本
「
宗
求
抄」 、
「
大
学
聴
箆」
(
大
東
急
文
庫
蔵)

(
注9)

と
「
大
学
抄」

(
上
野
図
書
館 、

京
大
図
書
館 、

東
大
国
語
研
究
室
等
蔵)
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の

場

合

、

い

ず

れ

も

宣

賢

の

手

控

え

と

み

ら

れ

る

前

者

は

原

典

の

本

文

を

の

せ

、

{

百
一

賢

講

の

問

主

と

み

ら

れ

る

後

者

は

そ

れ

を

の

せ

ず

、

文

句

を

抽

出

し

て

解

説

を

付

し

た

だ

け

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

類

推

し

て

、

明

ら

か

に

立

賢

の

自

鐙

手

控

え

と

考

え

ら

れ

る

山

本

に

対

し

て

、

川向

山

本

は

そ

の

誠

茶

の

間

常
一

回

で

あ

ろ

う

と

推

定

し

う

る

の

で

あ

る

。

た

だ

、

土

井

氏

(

前

掲

論

文

)

も

く

わ

し

く

論

じ

て

お

ら

れ

る

よ

う

に

、

一

般

に

手

控

え

の

方

は

ナ

リ

休

で

文

語

的

色

彩

が

強

く

、

閉

ま

目

は

ゾ

体

で

口

一詩

的

で

あ

る

と

い

う

対

立

が

あ

る

の

に

反

し

て

、

こ

の

場

合

山仰

木

も

削

山

本

も

と

も

に

ナ

リ

休

で

あ

る

と

い

う

点

が

例

外

に

な

る

。

つ

ぎ

に

例

を

示

そ

う

。

向

本

3

オ

若
其
無
|
モ
シ
上
に
問
君
ア
リ
テ
無
道
ヲ
以
テ
サ
キ
ト
ス
ル
時
ハ
孝
道
モ

滅

ハ

テ

、

ノ

ク

ル

也

論

語

ナ

ト

ノ

如

ク

ナ

ラ

ハ

滅

息

ノ

下

に

失

歎

駕

鰍

ノ

置
字
ア
ル

へ
シ
此
書
尚
書
ノ

如

ク

古

文

ノ
駄
ヲ
マ
ナ

ヒ
テ

書

ホ
ト
ニ
失

駕

ノ
置
字
ヲ
ヵ
、
サ
ル
也

ω

木

2

オ

若
其
|
若
上-一
間
君
ナ
ト
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
孝
道
モ
ホ
ロ
ヒ
ウ
ス
ル
也
論
語

ナ

卜
ノ
如
ナ

ラ
ハ

滅
忠
卜
云
下

ニ
失

ノ
字
カ
汚
ノ
字
カ
置
字
ア
ル
ヘ
ソ
此

苦
ハ
尚
書
ヲ
7
ナ
ヒ
テ
カ
ク
ホ
ト
ニ
十日
文
駄-一
千
息
ト
ハ
カ
リ
カ
イ
テ
失

駕
ノ
字
ハ
ナ
牛
卜
知
ヘ
ゾ

右
の
ご
と
く
酷
似
し
た
本
文
で
と
も
に
い
わ
ゆ
る
ナ
リ
休
で
あ
る
が
、

引

木

(
の
本
も
同
様)

の

方
が
や
や
玄

明
な
文
章
と
回心
わ
れ
る
。

「
ホ
ロ
ヒ
フ
ス

ル
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に 、
引
山
本
ば
や
や
特
異
な
も
。
で

あ

る

が

、

や

は

り

官
一

賢

読

の

問

書

と

認

め

る

べ

き

で

あ

る

う

。

従

っ

て

こ

の

二

本

(

の

原

本

)

の

成

立

は

、

官 一

賢

の

講

義

手

控

え

で

あ

る

仰

木

の

成

立

以

後

、

す

な

わ

ち

享

禄

二

年

以

後

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

ω

申

口 一

賢

識

の

間

古

の

業

賢

増

補

本

ー

(注ω)

つ

ぎ

に

ω
尊

終

閣

文

庫

版

「

古

文

孝

経

抄

」

が

あ

る

。

本

書

は

従

来

未

紹

介

の

も

の

で

あ

る

が

、

室

町

期

の

古

写

本

と

思

わ

れ

る

。

内

容

は

前

述

の

ω

山

本

と

類

似

す

る

が

、

こ

の

抄

は

ゾ

・

ナ

リ

混

休

で

あ

る

。

奥

書

識

語

の

頬

を

持

た

な

い

が

、

第

一

冊

の

外

壁

に

「

古

文

芸

担

謀
議
却

設襲

註
箆
器
酬
」

(

か

っ

こ

は

脇

書

)

と

あ

る

の

が

成

立

の

手

掛

か

り

に

な

る

。

と

こ

ろ

が

こ

の

外

題

の

記

事

は

不

可

解

で

あ

っ

て

、

こ

の

ま

ま

読

み

下

す

と

「

業

忠

の

孫

の

宣

賢

の

子

で

あ

る

寛

賢

の

諺

解

」

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

。

そ

こ

で

常

識

的

に

は

、

「

立

賢

諺

解

」

の

「

官一

賢

」

が

誤

記

で

は

な

い

か

と

い

う

こ

と

が

ま

ず

考

え

ら

れ

る

。

す

る

と

、

誤

記

さ

れ

た

人

物

は

当

然

官一

賢

の

子

で

正

五

位

少

納

言

侍

従

に

な

っ

た

人

物

と

い

う

こ

と

に

な

(注U)

る

が

、

官一

賢

の

七

人

の

男

子

の

中

で

仕

官

し

た

の

は

長

男

の

業

賢

だ

け

で

あ

り

、

公

卿

補

任

に

よ

る

と

彼

は

天

文

五

年

二

月

二

十

六

日

に

少

納

言

侍

従

に

任

ぜ

ら

れ

て

い

る

。

従

っ

て

こ

の

「

守
A

賢

之

子

」

と

い

う

の

は

業

賢

を

指

し

た

も

の

と

考

え

て

さ

し

っ

か

え

な

い

と

い

う

こ

と

に

な

る

が

、

少

納

言

侍

従

に

任

ぜ

ら

れ

た

と

き

業

資

は

す

で

に

正

四

位

下

を

賜

わ

っ

て

い

た

の

で

、

こ

こ

の

「

正

五

佼

上

」

は

誤

り

で

あ

る

。

ま

た

「

除
号

、

忌
少

納

言

宣

賢

」

と

い

う

の

も

不

審

で

、

記

録

に

よ

れ

ば

宣

賢

は

正

三

位

で

放

し

、

従

二

位

を

贈

ら

れ

た

事

実

は

な

い

よ

う

で

あ

る

。

こ

の

外

題

は

木

文

と

別

筆

で

あ

り

、

こ

の

よ

3

な

官

伎

の

誤

り

が

ム

ら

れ

る

点

で

や

や

問

題

は

み

る

が

、

特

に

強

く

疑一フ
理
由
も
な
い
の
で 、
一
応
不
抄
に
は
業
賢
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考

え

ら

れ

る

。

つ

ま

に

内

容

の

方

か

ら

検

討

し

て

み

る

と

、

本

抄

は

先

に

宣

賢

識

の

問

者
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清 原 家 の孝経抄諸本につ い て

と
推
定
し
た
ω
本
山
本 、

な
か
ん
ず
く

細
部
の
書
き
こ
み
な
ど
の
点
で
山
本

と
酷
似
し
て
お
り 、

の
本
の
文
章
を
増
補
し
て
で
き
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る 。
一

例
を
示
し
て
み
る
と 、

川町
本
5
オ

上
有
明
王
|

明
王
ト

云
は
明
徳
王
者
也
三
皇
五
帝
ノ
三
皇
ヲ
兼一
ア
ス
皇
帝

王
ハ
一
ツ
也
其
故
ハ
香
ノ
序-一
伏
義
氏
王
天
下
ト

カ
ク
也
伏
義
ハ
三ι
皇
タ

レ
ト

モ
王
ト一

云
ル
也
サ
テ
王
ト

ハ
天
地
人
ノ
王
ヲ
連
ネ
兼
タ
ル
モ
ノ
也
其

時
分
ハ
沙、
汰
ハ
ナ
カ
ツ
タ
レ
ト

モ
身
ニ
ハ
行
タ
ソ
其
時
分
ハ
口
ヲ
関
ケ
ハ

法
ト

ナ
リ

足
ヲ
挙
レ
ハ
道
ト

ナ
ツ
テ
伏
モ
起
モ
道
ソ
莞
舜
以
来
カ
ラ
沙
汰

カ
ア
ル
ソ
其
ヲ
サ
イ
テ
上
ト

云
ソ
上-一
三
皇
五
管
ノ
如
キ
明
王
有
テ
天
下

ヲ
治
ル
ト

キ
ハ
其
教
化
天
下-一
及
ヲ
云
大
化
卜

ハ

山
本
2
ウ

上
有
明
王
|

明
王
ト

云
ハ
明
徳
王
者
也
三
皇
五
帝
ノ
三
王
ヲ
兼
テ
ス
皇
帝

王
ハ
一
ツ
也
其
故
ハ
書
ノ
序
ニ
伏
義
氏
王
天
下
ト

カ
ク
也
伏
義
ハ
三
皇
タ

レ
卜

モ
王
卜

云
ル
也
王
ト

ハ
天
地
人
ノ
三
ヲ
連
ネ
兼
タ
ル
モ
ノ
也
上
三一一

豊
五
帝
ノ
如
牛
明
王
有
テ
天
下
ヲ
治
ル
ト

キ
ハ
其
教
化
天
下-一
及
ヲ
云
大

!νr】
'ht
、

の
如
く 、

明
ら
か
に

川町
本
は
仰
本
の
文
章
に
傍
線
の
部
分
が
付
け
加
わ
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る 。

こ
の
増
補
部
分
は 、

サ
テ
の
よ
う
な
細
か
い
字
句
の
相

還
を
除
い
て 、

つ
ま
の
項
で
述
べ
る

山山
本
仰
本
の
文
章
と
一

致
す
る
の
で
あ

る 。

す
な
わ
ち 、

川
本
ウ
の
該
当
部
分
に
は 、

上
有
|

上
ト

云
ハ
伏
義
神
淡
ヨ
リ

五
帝
等
ノ
時
分
ソ
書
ノ
序
ニ
古
伏
義
氏

タシ

エ
カイ

9
0

1

之
王-
天
下一
卜

書
ク
ソ
其
時
分
ニ
沙
汰
ハ
判
が
ツ
タ
レ
ド

モ
身 l
u
ハ
自
然

ニ
行
タ
ソ
莞
舜
以
来
カ
ラ
沙
汰
ア
ル
ホ
ト

ニ
ソ
レ
ヲ
上
ト

云
タ
ソ
ソ
ノ
時

分
ハ
ロ
ヲ
開
ケ
ハ
法
ト

ナ
リ

足
ヲ
挙
レ
ハ
道
ト

ナ
ツ
テ
伏
モ
起
ル
モ
道
ソ

大
化
卜

云
ハ

と
あ
り 、

字
句 、

文
の
順
序
に
小
異
は
あ
る
が 、

こ
の
ω
本
と

山
本
の
傍
線

の
部
分
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。

紙
数
の
関
係
で
他
の
例

を
あ
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
が 、

全
体
と
し
て

川町
本
は
の
本
(
刷
本)

の
全

文
を
と
り

入
れ 、

そ
れ
を

山
本
(
ω
本)

の
一

部
で
増
補
し
て
形
成
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る 。

そ
の
増
補
者
に
つ
い
て
は 、

先
の
外
題
の
記
事
か
ら
業

賢
と
い
う

線
が
一

応
出
て
く
る
が 、

さ
ら
に
次
項
の
山
本
ω
本
の
検
討
か
ら

も
そ
の
こ
と
は
支
持
さ
れ
る 。

従
っ
て
本
書
は

刷
ω
本
(
の
原
本)

成
立
以

後 、

業
賢
が
父
宣
賢
の
議
設
の
関
書
で
あ
る
制
山
本
の
本
文
を
写
し 、

そ
れ

に
自
ら
の
抄
(
と
推
定
さ
れ
る)

刷
引
本
に
よ
っ

て
そ
の
意
見
を
付
け
加

え 、

作
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る 。

本
書
の
文
体
が
ゾ
ナ
リ

混
体
(
全
体
と

し
て
は
ナ
リ

体
優
勢)

で
純
粋
で
な
い
の
も 、

ナ
リ

体
文
語
抄
で
あ
る
ω
仰

木
を 、

ゾ
体
口一訪問
抄
で
あ
る

向
ω
本
の
文
章
で
増
補
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た

も
の
で
あ
る 。

も
し 、

本
書
が
た
と
え
ば
業
賢
の
諮
義
の
問
書
と
い
っ
た
よ

う
な
純
粋
の
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
ら 、

こ
の
よ
う
な
著
し
い
混
合
文
体
は

と
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う 。

刷
業

賢
の

抄

最
後
に 、

山
東
洋
文
庫
蔵
「
孝
経
抄」
(「
抄
物
目
録」
孝
経
朗
参
照)
と
ω

京
大
図
書
館
蔵
「
孝
経
抄」
(
間
目
録
問
削
参
照)

の
二
本
が
一
系
統
を
な

し
て
い
る 。

刷
本
は
文
禄
二
年 、

ω
本
は
元
亀
四
年
の
書
写
で
あ
る
が 、

両

者
は
同
一
の
内
容
で
あ
り 、

そ
の
原
本
と
な
る
べ
き
本
は
少
な
く
と
も
元
亀

四
年

こ
五
七
三)

以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

成
立
の
事
情

に
つ
い
て
は 、

ま
ず
山
本
の
つ
ぎ
の
識
語
が
参
考
に
な
る 。
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為
清
家
累
代
議
奥
抄
余

老
師
山
肱
斎
就
生ヨ
庵
道
白
公
不
口
時
係
学
而
白
浅

到
而
図
書
六
籍
等
拠
点
密
抄
習
字
笑玉川
子

依
性
捜e一
忌
俗
孝
悌
故
温
士口
致
新

住田山
孝
道
興士心
諮
師
戒
外
見
不
耽弘日
間
口
握
管
域
チ
令
日ソ
之己十
文
禄
二
世叫

'
弥
生
同士
口

三
十
郎
感
政
花
岡付

こ
れ
に
よ
る
と

山
本
は
三
十
郎
盛
政
な
る
人
物
が
雪
庵
道
白
(
清
原
校

賢

の
法
名)
に
つ
い
て
儒
学
を
学
ん
だ
姉
の
山
肱
斎
に
請
う
て 、
清
原
家
累
代
の

(
注ロ)

(
注目)

秒
抄
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る 。
三
十
郎
盛
政
は 、

そ
の
手
写
本
お
よ
び

(
注U)

「
姓
氏
家
系

大
辞
典」
の
記
述
に
よ
れ
ば 、

和
泉
国
の
出
身
で 、

秀
吉
に
仕

え 、

の
ち
郷
里
に
引
退
し
て
郷
土
と
し
て
過
し
た
人
物
で
あ
り 、

清
原
核

賢

の
門
人
で
あ
っ
た
山
肱
斎
に
つ
い
て
学
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る 。

放
に 、

盛

政
が
的
肱
斎
か
ら
う
け
た
山川
本
(
引
本
も)

の
原
本
は
、

校
賢
ま
た
は
そ
れ

以
前
の
清
原
家
の
人
の
乎
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で 、

さ
ら
に

こ
の

山
ω
本
で
は由
民

賢
議
の
問
書
ω
山
本
を
さ
し
て
「
環
抄」
と
言
っ
て
い

る
点
か
ら
(
前
述
附
の
項
参
照) 、

宵一
賢
よ
り
の
ち
の
人
の
抄
と
み
る
の
が

妥
当
で
あ
る。
と
す
る
と 、

業
賢
か
校

賢
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な

り 、
こ
の
両
本
の
原
本
成
立
時
期
の
最
下
限
た
る
元
亀
四
年
以
前
と
い
う

点

で
は 、

両
人
と
も
可
能
性
が
あ
る 。
し
か
し 、

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
凶
本

に
お
け
る
増
補
が
業

賢
に
よ
る
も
の
と
推
定
し
う
る
以
上 、

そ
の
増
補
資
料

と
み
ら
れ
る

川
本
川
本
も
業
資
の

抄
と
考
え
る
方
が
よ
り
妥
当
性
が
あ
る
で

あ
ろ
う。
な
お
こ
の
二
本
は 、

先
の
削
の
項
で
の
引
用
か
ら
分
か
る
と
お
り

い
わ
ゆ
る
ゾ
体
口
沼
抄
に
凶
し、

内
芥
的
に
は
刷
に
の
べ
た
官
賢
市川
間
苫
倒

的
本
か

ら
の
影
山対
も
み
ら
れ
る。

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と 、
つ
ぎ
の
よ
う
に
図
式
化
で
き

し る、 。

(
:
は
抄
の
文
章
そ
の
も
の
に
直
接
的
な
影
腎
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示

T-
は
間
接
的
に
影
響
が
あ
る-」
と
を
ぷ
す)
。
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一
ウ
同
大
東
急
文
庫
蔵
「
孝
経
抄」

一
。

立
賢
自
筆
漢
文
体

(2) 
(d) (c) (b) 
教京 大

←ー!大大 東?←
蔵蔵 急
--， --， 宣文

古古賢庫
文文自蔵
孝 三宇 筆「

経経手孝
抄抄控経'- '-え秘

V 抄
転 」

写
本

一

削
武田
陵
部
蔵
「
孝
経
抄」

一

一

山
東
洋

文
庫
液
「
孝
経
抄」
一

一ω

の
両
足
院
蔵
「
孝
経
抄」

一

↓一応

ω
京大
蔵
「
孝
経
抄」

一

一

官
属
議
の
問
書
一

一

業
賢
の

抄

一

一
O
MW
尊
経
閤

文
庫
蔵
「

古
文
孝
経
抄」
一

市

宣
賢
諮
問
書
の
業

賢
増
補
本

一

二 、

清
原
家
の
抄
物
の
性
格
に
関
す
る
問
題

前
章
に
お
い
て
清
原
家
の
孝
経

抄
諸
本
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が 、

そ

こ
か
ら
は
清
原
家
の
抄
物一
般
の
性
格
に
つ
い
て
も
多
く
の
問
題
が
出
て
く

る 。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
と
く
に
ご
つ
の
点
に
つ
い
て 、

広
く
他
の
抄
の
場

合
も
は勺
慮
に
入
れ
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

ω
抄
物
の
作
成
に
つ
い
て



前

章
で
は

清
原
家
の
孝
経
抄
九
本

に
つ
い

て
考
察
し
た
結
果、
そ
れ
ら
を

お
の
お
の
性
格
の
異
な
る
五
つ
の
詳
に
ま
と
め
る
ニ
r-
が
で
き
た。

こ-

二、

注
意
す
べ
さ
は、
昨日一
賢
の
講
義
手
控
之、
昨日一
賢
講
の
部
書、

業
賢
の
抄
の
三

系
統
の
抄
が、
そ
れ
ぞ
れ
何
本
も
の
写
本
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ

れ
ら
が、
問
題
と
す
る
に
足
り
な
い
字
句
の
小
異
を
除
け
ば、
お
の
お
の
同

一
の
本
文
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る。
こ
の
こ
と
は
単
に
孝
経
抄
の
場
合
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く、
私
の
調
べ
た
範
囲
で
は、
清
原
家
に
お
い
て
は、
後

述
す
る
宣
賢
の
日
本
書
紀
抄
の
よ
う
な
特
別
の
場
合
を
除
い
て、
同一
人
物

の
同一
性
格
の
抄
で
校
合
に
耐
え
な
い
ほ
ど
異
な
っ
た
本
文
を
持
っ
て
い
る

も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る。
た
と
え
ば、
宣
賢
議
の
閲
書
と
み
ら
れ
る
大
学

(注目)

(
注目)

抄

諸

本

(

京

大

図

書

館

蔵

本
、

上

野

図

書

館

蔵

本
、

東

大

国

語

研

究

室

蔵

(
注げ)

(
注凶)

(
注ω)

本、
教
育

大

図

書
館

蔵

本、
穂
久
通
文
庫
蔵

本)
、

お
よ
び
同
じ
く
宣
賢
講

(
注初)

(
注幻)

の

問

書

の

論

語

抄

諸

木

(

京

大

図

書

館

蔵

本
、

教

育

大

国
F

研

究

室

蔵

本
)

も、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
同一
の
本
文
で
あ
る
(
以
上
の
諸
本
に
つ
い
て
の
論
は

す
べ
て
別
稿
に
譲
る)。
ほ
か
の
人
物，
の
場
合
は
資
料
が
不
足
で
よ
く
わ
か

ら
な
い
が、
宣
賢
に
つ
い
て
い
え
ば、
孝
経、
大
学、
論
語
の
講
義
を
何
度
も
行

(
注
n)

な
っ
て
お
り、
ま
た、
す
べ
て
の
講
義
を
全
く
同
じ
こ
と
ば
で
し
た
と
は
晶子つ

え
ら
れ
な
い。
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ
の
問
書
が一
慈
し
か
な
い
と
い
う
こ

と
は、
講
義
の
た
び
ご
と
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
独
立
し
た
新
し
い
抄
物
が
作
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
さ
ら
に、

同
じ
講
義
に
お
い
て
も、
そ
れ
を
聴
講
者
が
め
い
め
い
自
由
に
筆
録
し、
十

人
十
色
の
問
書
を
作
っ
て
そ
の
お
の
お
の
が
抄
物
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い。
も
ち
ろ
ん
各
自
が

私
的
な
ノ
l
ト
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が、
そ
れ
は

清 原 家 の 孝 経抄諸本 に つ い て

い

わ

ゆ

る

抄

物

い

-

3

形

に

は

な

り

得

ず
、

写

本

と

し

て

伝

え

ら

れ

る

こ

と

に

な

か

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

お

の

で

あ

る

。

ム

:

」

で

、

抄

物

と

し

て

の

問

者

に

、

お

そ

ら

く

講

師

の

柏町

子

で

十

分

に

能

力

あ

る

も

の

が

書

記

役

を

担

当

し

て

作

成
し、
他
の
聴
講
者
は
そ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
書
写
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る。
そ
の
具
体
的
な
作
成
事
情
は
は
っ
き
り
し
な
い
が、

(注幻)

近
世
に
お
い
て
多
く
の
抄
物
を
残
し
た
山
崎
閤
斎
学
派
の
場
合
の
よ
う
に、

任
に
当
た
っ
た
弟
子
が
講
義
を一
応
筆
録
し、
そ
れ
か
ら
講
師
の
検
閲
を
受

け
た
り、
あ
る
い
は
講
師
の
手
控
え
と
照
合
し
た
り
し
て、
最
後
に
整
然
と

し
た
公
的
な
問
書
を
作
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る。
問
書
と

い
っ
て
も
漢
文
体
の
注
疏
の
長
い
引
用
を
含
ん
だ
り、
手
控
え
と
全
く
同一

の
文
が
み
ら
れ
た
り
す
る
の
も、
そ
う
し
た
事
情
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ

る。
そ
し
て、
一
旦
こ
う
し
た
閥
舎
が
作
ら
れ
る
と、
以
後
の
講
義
に
際
し

て
は、
全
面
的
に
新
し
い
問
蓄
が
作
ら
れ
る
こ
と
は
な
く、
聴
談
者
は
も
っ

ぱ
ら
す
で
に
で
き
て
い
る
閥
蓄
を
利
用
し、
せ
い
ぜ
い
そ
れ
に
部
分
的
な
書

ぎ
こ
み
を
す
る
く
ら
い
で
す
ま
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
ま
た
手
控

え
に
つ
い
て
も、
た
と
え
ば
孝
経
の
場
合
こ
の
伺
参
照)
の
よ
う
に、
一

般
に一
一様
類
だ
け
し
か
な
く、
講
義
の
た
び
に
新
し
く
作
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
で、
同
じ
も
の
を
何
回
も
の
講
茂
に
利
用
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る。
た
だ、
官一
賢
の
日
本
書
紀
抄
の
場
合、
手
控
え
と
み
ら
れ
る
も

(注M)

の
が
二
種
あ
る。
す
な
わ
ち、
大
東
急
文
庫
蔵
「
日
本
書
紀
抄」
の
系
統

と、
宮
内
庁
警
陵
部
蔵
「
神
代
紗」
「
神
代
巻
環
翠
抄」、
教
育
大
図
書
館
蔵

(注お)

「
日
本
書
紀
抄」
の
系
統
で
あ
る
(
こ
れ
ら
の
同
種
本
は
多
数
あ
る
が
今
は

管
見
の
も
の
の
み
あ
げ
た)。
し
か
し、
こ
の
場
合
は
後
者
の
諸
本
の
奥
書

lqd

 

に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
(
注
お
参
照)、
宣
賢
は
以
前
抄
出
し
た
本
を
、



子
の
吉
田
兼
右
に
与
え
て
し
ま
い
、

改
め
て
さ
ら
に
研
究
を
加
え
て
後
者
の

系
統
の
抄
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
そ
の
兼
右
に
与
え
た
抄
が
前
段

で
あ
ろ
う。

ふ
つ
う
は
転
写
さ
せ
て
原
本
は
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
る
の
で

あ
る
が、

こ
の
場
合
は
原
本
を
与
え
て
し
ま
っ
た
た
め
に
新
し
く
同
種
の
抄

を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
宣
賢
の
場
合
だ
が、

業
賢
の
字
経
抄
も
や

は
り
一

務
だ
け
で
あ
り

こ

の
間
参
照)
、

こ
の
場
合
も
講
義
の
た

び

に
新

し
い
抄
物
が
作
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

清
原
家
で
の
抄
物
の
作
成
は、

講
義
の
た
び
に
ど
人
ど
ん

作
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
白
山
な
も
の
で
は
な
く、

一

砲
の
制
約
が
あ
り、

大
体
に
お
い
て
同
一

性
格
の
抄
は
一

種
類
に

限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
礼
る

の
で
&
の
る
。

陶
手
控
え
と
問
書
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
「
手
控
え
」
「
問
書
」

と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
た
が、

こ
れ
は
「
抄
物
目
録
」

あ
る
い
は
土
井
氏
の
前
掲
論
文
な
ど
一

般
に
佼
わ
れ

て
い
る
言
い
か
た
に
従
っ
た
も
の
で
、

「
手
控
え
」

と
は
大
休
講
師
が
自
ら

抄
し
た
ナ
リ
体
の
文
語
抄
を
指
し、

「
関
書
」

と
は
詩
義
の
筆
記
に
よ
っ
て

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ゾ
体
の
口
語
的
な
抄
を
さ
す。

土
井
氏
も
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
、

こ
の
二
種
の
区
別
は
抄
物
を
研
究
す
る
土
で
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
清
原
家
に

関
す
る
場
合、

こ

の
区
別
が
は
っ

き

り

し
て
い
る
の
は

宣
賢
の
も
の

だ
け
の
よ
う
で
、

彼
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
の
抄
物
に
つ
い
て

(
注
お)

こ
の
二
種
が
み
ら
れ
る
が
、

官一
賢
以
外
の
人
物
の
抄
で
手
控
え
と
問
書
の
二

程
が
あ
る
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た、

富一
賢
の
場
合
に
み
ら
れ
た
手
品作品

え
H
文
語
的、

間
害
時
口
語
的
と
い
う
原
則
が
ど
こ
ま
で
一

般
的
か
と
い
う

こ
と
に
も
な
お
問
題
が
あ
る
。

た
と
え
ば、

清
原
家
で
は
な
い
が
宣
賢
の
実

父
に
あ
た
る
吉
田
兼
れ
の
「
日
本
書
紀
抄」

(
吉
田
家
蔵
本、

国
民
精
神
文

化
研
究
所
よ
り
前
字
刊
行)

は、

兼
倶
の
自
筆
本
で
宣
賢
の
例
か
ら
類
推
す

れ
ば
手
控
え
に
あ
た
る
べ

き
も
の
だ
が、

ゾ
体
の
口
語
妙
で
あ
る
。

こ
う
い

う
例
が
あ
る
の
で
、

一

の
切
で
の
ベ
た
業
賢
の
孝
経
抄
の
場
合
も、

そ
の
文

休
(
Jノ
休
日
一泊
抄)

か
ら
た
だ
ち
に
業
賢
講
の
間
永田
と
決
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

さ
ら
に
一

の
削
で
の
ベ
た
宵-
賢
講
の
問
書
を
業
賢
が
増
補
す
る
と

い
っ
た
よ
う
な
村
殊
な
成
立
の
し
か
た
も
あ
り、

す
べ
て
の
抄
物
が
必
ず
手

控
え
か
図
書
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し、

官一

賢
の
場
合
は
き
わ
め
て
は
っ

き
り
と
し
た
対
立
を
示
し
て
い
て、

こ
の
区
別

に
非
常
に
有
用
で
あ
る
。

宮-
賢
の
手
技
え
と
問
書
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
鈴

代
他
の
機
会
に
譲
り
た
い
が、

一

の
仰
で
「
孝
経
秘
抄
」

に
つ
い
て
述
べ
た

よ
う
に
、

手
控
え
が
そ
の
成
立
事
情
か
ら
渓
文
の
書
き
下
し
文
的
な
色
彩
が

濃
い
こ
と、

お
よ
び
間
舎
は
口
組問
的
で
は
あ
る
が
こ
の
ω
で
述
べ
た
よ
う
な

作
成
の
方
法
か
ら、

当
然
そ
の
口
語
性
に
制
約
が
あ
る
こ
と
の
二
点
を
指
摘

し
て
お
き
た
レ
。間

抄
文
の
固
定
化
に
つ
い
て

一

の
削
で
述
べ
た
尊
経
閑
文
庫
蔵
「
古
文
孝
絞
抄」

は、

は
宣
賢
時酬
の
問

書
を
業
賢
が
向
己
の
抄
で
増
補
し
た
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
極
端

な
場
合
で
あ
る
が、

し
か
し、

こ
の
よ
う
に
、

抄
物
の
作
成
に
当
た
っ
て
父

祖
の
抄
を
参
考
に
す
る
と
い
う
態
度
は、

清
原
家
で
は
一

般
的
で
あ
っ
た
よ

う
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

清
原
家
で
家
説
を
秘
伝
す
る
傾

向
の
あ
る
の
は
周

知
の
事
実
で
問
題
代
た
い
が、

実
際
に
諸
頼
の
抄
物
を
比
較
し
て
ム
る
と、

先
代
の
抄
物
の
文
翠
そ
の
ま
ま
を
取
り
入
れ
て
析
し
い

抄
を
作
る
こ
と
が
行

な
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
点
が
注
芯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一

例
と
し
て
、

業
忠
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清原 家 の孝経抄諸本 に つ い て

(
注幻)

の
講
義
を
天
隠
竜
沢
が
筆
記
L
た
「
論
諮
問
書」
(
上
野
図
書
館
蔵)
と
宣

賢
誌
の
問
書
「
論
語
抄」
(
注
幻
参
照、
教
育
大
国
語
研
究
室
蔵)
を
比
較

し
て
み
る。
「
論
語
抄」
学
而
の

或
抄
云
曽
子
ヲ
モ
テ
有
若
ニ
次
テ
、
隔
ル
ニ
巧
言
ノ
句
ヲ
モ
テ
シ一
貫
ノ

道
ヲ
ア
ラ
ハ
イ
タ
章
ノ
次
テ
面
白
ト
也

は
「
或
抄
云」
(
な
ぜ
抄
を
明
記
し
な
か
っ
た
か
は
不
審
で
あ
る)
と
し
て

「
論
語
問
書」
の

蛍
子
|
曽
子
ヲ
以
テ
有
若-一
次
テ
、
隔
ル
-一

以-
巧
言
之
句一
銭
三

貫
之

篇一
次
様
面
白
(尚子
而)

を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
が、
「
ー
云」
と
し
て
他
の
抄
を
引
く
の
は
問
題
な

い。
し
か
し、
同
じ
抄
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
何
も
こ
と
わ
ら
ず
に
引
用
し
て
い

る
例
も
全
巻
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る。
す
な
わ
ち
「
論
語
抄」
八
仰
の

儀
封
人
|

誰
テ
マ
レ
此
国
ニ
到
ル
人
ニ
相
看
セ
ヌ
ハ
ナ
イ
殊-一
孔
子

ノ
事
ハ
承
及
タ
程-一
ト
云
テ
了
簡
メ
望
=
相
見一
也
ヤ
カ
テ
孔
子
ノ
門
徒
カ

引
ツ
ケ
タ
ソ
従
者
ハ
弟
子
孔
子
ニ
従
テ
行
者
也
出
臼

三
二
子
|
孔
子
ノ
前

ニ
出
テ
云
也
二
三
子
ハ
弟
子
ソ
孔
子
ノ
弟
子
達
キ
ケ
也
物ハ
哀
則
必
輿
ル

今
聖
道
ノ
哀
ヘ
タ
ト
云
テ
ナ
歎
ソ
必
ス
ヲ
コ
ル
ヘ
キ
也

の
傍
線
の
部
分
は、
字
句
の
小
異
は
あ
る
が
「
論
諮
問
書」
の
つ
ぎ
の
部
分

を
無
断
で
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る。

儀
封
人
|
孔
子
原
見
ン
ト
テ
日
誰
テ
7
レ
此
国
ニ
到
レ
人-一
相
見
セ
ヌ
ハ

ナ
イ
殊-一
孔
子
ノ
事
ハ
承
及
タ
ホ
ト
ニ
ト
テ
望
二
相
見-
ヤ
カ
テ
孔
徒
カ
引

キ
付
夕
弟
子
迷
キ
ケ
物
ハ
衰
則
必
興
ソ
今
道
ノ
哀
タ
ト
テ
ハ
歎
シ
ソ
必
興

ラ
ン
ソ

業
忠
講
の
「
論
議
問
書」
の
原
本
は、
上
野
図
書
館
木
の
奥
舎
に
よ
り
宣
賢

が
所
持
し
て
い
た
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
(
注
幻
参
照)、
宣
賢
が
講
義

の
と
き
に
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
し、
ま
た
宣
賢
詳
の
閲

苫
の
作
成
に
あ
た
っ
て
そ
れ
が
直
接
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。

と
に
か
く
結
果
と
し
て
み
れ
ば、
宣
賢
誌
の
関
書
に
業
忠
議
の
問
書
の
文
章

そ
の
ま
ま
の
部
分
が
相
当
あ
る
こ
と
に
な
る。
ま
た、
宣
賢
の
手
控
え
と
み

ら
れ.
る
「
論
語
聴
塵」
(
注
初
参
照。
上
野
図
書
館
蔵)
も、
清
原
頼
季
ま

(
注お)

た
は
良
資
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る「
論
語
抄」(
大
東
急
文
庫
蔵)
の
文
章
を
そ

の
ま
ま
担
述
し
て
い
る
点
が
非
常
に
多
い。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
抄
に
つ
い

て
右
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
と
は岡山
わ
れ
な
い
が、
こ
の
よ
う
な
組
み
入

れ
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は、
清
原
家
の
抄
物
の
こ
と
ば
が
相
当
固
定

化
し
て
い
て、
少
な
く
と
も
時
代
の
差
に
そ
れ
ほ
ど
敏
感
で
な
い
一
つ
の
文

体
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。
こ
れ
は
ご

く
大
ざ
っ
ぱ
な
言
い
か
た
で、
語
法、
語
集、
表
記
法
な
ど
の
面
で
実
際
に

ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
く
わ
し
い
調
査
に
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な

い
が、
一
つ
の
傾
向
と
し
て
は
以
上
の
点
が
指
摘
で
き
る
と
思
う。

さ
ら
に、
清
原
家
の
抄
物
の
伝
承
形
式
と
い
う
方
面
か
ら
こ
の
こ
と
を
考

え
て
み
る
と、
現
存
す
る
そ
の
抄
物
の
多
く
が
も
と
清
原
家
に
蔵
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る。
当
然
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が、
こ

の
点
か
ら
抄
物
が
家
説
を
伝
え
る
秘
書
と
し
て
代
々
子
孫
に
伝
承
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
と
く
に
宣
賢
以
後
の
清

(
注mU)

原
家
で
は、
刊
本
「
論
語
抄」
と一
の
切
で
の
べ
た
業
賢
の
孝
経
抄
を
除
い

て、
新
し
く
抄
物
が
作
ら
れ
た
例
が
あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る。

前
述
し
た
よ
う
に、
東
洋
文
庫
蔵
「
孝
経
抄」
(一
朗
参
照)、
東
大
国
語
研

究
室
蔵「
大
学
抄」(
注
げ
参
照)、
教
育
大
国
語
研
究
室
蔵
「
論
語
抄」(
注
幻
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参
照)

は
い
ず
れ
も
校
賢
の

門
人
曲
肱
斎
が
師
校
賢
か
ら
う
け
た
本
の
伝
舎

で
あ
る
が、

「
孝
経
抄
」

は
業
賢
の
抄、

あ
と
の
こ
書
は
宣
賢
請
の
間
唯一回
で

あ
る
。

つ
ま
り
曲
肱
斎
は
枝
賢
の
談
義
を
聞
い
て

学
ん

だ
の

に
も
か
か

わ

ら
ず、

校
賢
講
の
問
書
で
は
な
く、

そ
の
父
業
賢、

祖
父
宣
賢
の
抄
を
書
写

し
て
い
る
わ
け
で
みめ
る
。

そ
の
「
孝
経
抄
」
の
英
吉

こ

朗
参
照)

に
「
四
書

六
籍
秒
点
務
抄
習
写
」

と
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、

当
時
に
お
い
て

は
す
で
に
講
義
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く、

訓
点
と

同
様
家
説
を
忠
実
に
伝
え
る
初
伝
書
の
よ
う
に
芯
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
芯
殺
の
生
ず
る
原
因
に
は、

や
は
り
清
原
家
に
お

け
る
抄
物
の
固
定
化
が
あ
り、

当
然
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
U
U
ゅ
の
回
定
化

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

清
原
家
関
係
の
刊
本
の
抄
物

も
近
世
に
は
い
っ
て
新
し
く
作
ら
れ
た
の
は
前
述
の
「
論
語
抄
」
く
ら
い
で、

大
体
は
従
来
の
抄
に
少
し
手
を
加
え、

大
休
は
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
刊
行

(
注初)

さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

(
注
1)

写
本一
冊 、
中
本、
表
紙
茶
色 、
外
題(
護)
孝
経
抄 、
内
題
孝

経、
一ニ
十
三
丁、
十
八
行

(
注
2)

写
本一
冊 、
中
本、
表
紙
茶
色 、
外
題
(
築)

孝
経
秘
抄
全
不

出 、
百
丁 、
十
六
行
(
本
文
二
行
ど
り)

奥
書
「
古
文
孝
経
抄
畢

清

三
位
入
道
宗
尤
花
押」
開
巻
識
語
「
環
翠
前町
宗
尤
私
抄
之
」

宣
賢
自
筆

巻
末
に
孝
経
論
義
を
付
し 、
最
後
に
つ
ぎ
の
書
き
入
れ
が
あ
る 。

師
賢
一

文
政
十
二

年
己
丑
四

月
八
日

於

禁
中
講
堂

被
用
御
小
座
敷
上

段

主
上
御
座
第
二
関
兼
而
被
談
見
処
当
誉
議
奏
近
習
等
聴
聞
也
一拡

大
学
御

鵠
之
時
十
七
日

廿
二

日

廿
四
日

廿
七
日

五

月
二

日

十
二

日

廿
二

日

九
ケ

度
講
之
件
義
猶
別
記
也
細
柑

(
注
3)

写
本
ニ
冊 、
中
本、
表
紙
茶
色 、
外
題
第一
冊 、
古
文
孝
経
乾

償却
二
冊
同
坤 、
第一
附
七
十
六
丁 、
第
二
冊
五
十
二
丁 、
十
六
行
(
本

文
二
行
ど
り)

奥
書
「
古
文
孝
経
抄
撃

清
三
位
入
道
御
判」
最
後
に

孝
経
論
義
を
付
す 。

(
注
4)

「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教」
所
載
の
宣
賢
年
表
に
よ
る 。

(
注
5)

山川
本
巻
頭
に
は
「
孝
経
末
瞥」
と
し
て、
述
該
五
巻 、
去
惑一

巻、

釈
文
一

巻
、

集
義
二

巻
、

疏
三

巻
、

私
記
二

巻
、

抄
一

巻
、

勾
命

決
六
巻 、
援
神
契
七
巻 、
御
注
孝
経一
巻 、
正
義
三
巻 、
肱肌
二
巻
の
十

二
識
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
な
お 、
林
氏
に
よ
れ
ば 、
ω
本
は
述
議
を

主
と
し
、

ほ
か
に
正
義
な
ど
を
援
用
し
て
い
る 。

(
注
6)

宣
賢
の
祖
父
業
忠
も
環
翠
軒
と
号
し
た
が 、
業
忠
に
孝
経
抄
の

あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
し 、
と
の

山
本
著
作
当
時
の
資
料
で
業

忠
の
と
と
を
環
翠
軒
と
呼
ん
だ
例
は
皆
無
で 、
環
翠
軒
と
い
え
ば
す
べ

て
宣
賢
を
き
し
て
い
る 。

(
注
7)

写
本
三
冊 、
「
侍
従
三
位
清
原
宣
賢
私
抄
之」
と
い
う
識
語
を

持
ち 、
「
抄
物
図
録」
向車
求
刷
の
京
大
蔵
本
と
同一
系
と
み
ら
れ
る 。

宣
賢
の
自
筆
で
は
な
い 。
ナ
リ

休
文
語
抄 。

(
注
8)

写
本一
冊 、
宣
賢
自
筆
本
で
ナ
リ

休
文
語
抄 。

(
注
9)

注
目
!

日
怠
照 。

(
注
叩)

写
本
二
冊 。
中
本、
表
紙
茶
色 、
外
題(
鐙)
第一
冊
古
文
孝
経

笠
蹴
野
設

設印刷堂
側
側
監
彩
上

第
二
冊
古
文
孝
終
下 、
内

題
第一
冊
古
叉
孝
経
衿
二
之
内
上 、

第
二
冊
古
文
孝
四位
抄
二
之
内
下 、

第

一
例
六
十
一

丁 、
第
二

術
四
十
八
丁 、
十一
行 、
終
わ
り
に
孝
終
論
義

を
付
す
。

忠一
帯
識
語
の

類
を
欠
く
が
、

二

冊
と
も
内
表
紙
裏
に

花
押
あ
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り 、
内
題
の
下
に
「
立
正
院」
「
所
持
慶
意」
と
あ
る 。

(
注
日)

「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教」
多
照 。

(
注
目)

と
の
論
語
に
「
令
写
之
早」
と
あ
る
が 、
こ
れ
は
人
に
写
さ
せ

た
の
で
は
な
く 、
自
ら

帯
写
し
た
こ
と
の
謙
譲
の
言
い
か
た
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
な
「
令」
の
用
法
に
つ
い
て
は 、
川
瀬
博
士
の
前
掲
書 、
日

本
古
典
文
学
大
系
「
平
家
物
語」
の
巻
七
補
注一
O
に
述
べ
ら
れ
て
い

vG 。

(
注
目)

上
野
図
書
館
蔵
「
日

本
書
紀
神
代
巻」
の
英
容
に、

本
云遂一

覧
之
処
家
点
無
途
失
可
詞
証
本
実
勿
令
窓
外
漏
之
而
己

入
道
三
位
雪
庵
道
自
在
判

慶
長
第
二
了
四
歳
舎
季
夏
望
月
三
善
宮
内
少
輔
藤
原
盛
政
花
押

替
之

と
あ
り 、

雪
庵
道
白
(
清
原
枝
賢)
の
奥
書
の
あ
る
書
を
藤
原
盛
政
と

い
う
人
物
が
書
写
し
て
い
る 。
慶
長
文
禄
と
年
代
が
一
致
し 、
と
も
に

校
賢
の
手
か
ら
出
た
本
を
書
写
し
て
い
る
こ
と 、
筆
跡
も
よ
く
似
て
い

る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と 、
こ
の
藤
原
盛
政
は

山
本
の
書
写
者

の
三
十
郎
盛
政
と
同一
人
物
に
ま
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る 。
な
お
盛

政
の
子
(
と
恩
わ
れ
る)
三
皮
も 、
あ
と
で
触
れ
る
よ
う
に
清
原
家
の

抄
物
を
書
写
し
て
い
る 。

(
注
H)

同
辞
典
新
川
氏
の
項
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る 。
「
又
新
川
氏
覚

書
に
『
泉
州
日
根
郡
中
庄
村 、
新
川
九
兵
衛 。
右
の
者
義 、
本
国
泉
に

て、
元
祖
三
谷
九
兵
衛
盛
政
と
申
す 。
天
正
十一
年 、
太
閤
秀
吉
之
泰

公 、
同
十
三 、
羽
柴
秀
吉 、
和
州
郡
山
へ
引
移
り

候
節 、
陪
従
し
て
宮

内
少
輔
に
任
ぜ
ら
る 。
天
正
十
九
年
に
浪
人
を
致
し
て
本
国
泉
州
中
庄

村
へ
引
退
き 、
名
字
を
改
め
て
新
川
宮
村
と
申
し
候
処 、
文
禄
三
年 、

口
村
小
堀
新
助
額
分
に
成
り

候
て
も 、
郷
土
に
罷
り

有
り 、

宮
内
の
枠

三
十
郎
の
代 、
新
助
よ
り

頼
み
に
つ
き 、
代
々
中
庄
村
を
支
配
し
釆
り

候
旨 、
申
し
立
て
候』
と 。
ま
た
『
泉
州
日
根
郡
瓦
屋
村 、
新
川
又
七

郎 。
右
の
者
義
は
前
書
新
川
七
兵
衛
と
局
家
に
て、
先
祖
三
善
宮
内
小

輔
の
弟
を
新
川
孫一
盛
好
と
申
す 。
天
正
十
九
年 、
泉
州
瓦
屋
村
に
居

住
仕
り 、

郷
士
に
罷
り

有
り 、

其
の
子
奥一
の
代 、
小
堀
新
助
よ
り

頼

み
に
付
き 、
代
々
支
配
を
致
し
来
り

候
旨
申
し
立
て
候』
と
見
ゆ」 。

(
注
目)

「
抄
物
目
録」
大
学
ω
参
照 。

(
注
目)

同
前
倒
多
照 。

(
注
げ)

写
本一
冊 。
識
語
「
右
抄
清
家
累
代
深
蔵
秘
説
也
不
可
有
外
見

者
也

主
三
度」
と
の
三
慶
は一
の
聞
で
述
べ
た

山洲
本
の
書
写
者一一一
十

郎
盛
政
の
子
と
推
定
さ
れ
る 。

(
注
目)

写
本一
冊 。

整詰
「
腹
安
二
日
年
糞
鐙
上
旬
写
之

谷
祥」

(
注
目)

木
容
は
未
見
で
あ
る
が 、
中
出
停
氏
の
「
穏
久
週
文
庫
本
大
学

抄
に
お
け
る
7
イ
系
の
助
動
詞」
(「
文
学
語
学」
第
三
号)
引
用
の
本

文
が
す
べ
て
以
上
の
諸
本
と一
致
す
る
と
と
か
ら

推
定
し
た 。

(
注
却)

「
抄
物
目
録」
論
語
刷
多
照 。

(
注
幻)

写
本
四
冊
(
第
四
冊
に
あ
た
る
一
本
欠) 。
奥
書
「
命
語
巻
第

一

大
永
八
年
八
月
八
日
於
廓
然
室
下
記
之」
(
第一
冊
巻一
末)
お

よ
び
「
享
総
元
年
八
月
晦
日

於
廓
然
室
下
記
之」
(
同
巻
二
末) 、
巻

末
の
識
語
「
右
抄
清
家
累
代
秘
説
深
蔵
函
底
之
容
可
調
至
宝
也
戒
他
見

自
鐙
腐
延
之
時
天

王国
八
時

日
南
堂
三
慶」
こ
の
三
度
は
注
げ
の
東
大

国
語
研
究
室
蔵
「
大
学
抄」
の
書
写
者
と
同
じ 。
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(
注
包
)

い
ず
れ
も
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」

所
載
「
宣
賢
年
諮
」

多

照
。

孝
経
に
つ
い
て
は
東
洋
文
庫
蔵
の
校
賢
自
筆
「
古
文
孝
経
」

の
奥

書
に
よ
り 、

天
文
六
年 、

同
十
四
年 、

同
十
五
年
の
三
回
と
日
時
不
明

の
一

回 、
計
四
回
講
義
し
た
こ
と
が
判
明
す
る

。

大
学
は
永
正
五
年
に

、

ま
た
緒
方
縫
精
氏
「
清
原
宣
賢
の
級
学
」
(「
千
葉
大
学
文
理
学
部
紀
要
」

第
一

巻
第
二
号)

に
よ
る
と 、

舟
橋
家
蔵
「
大
学
章
句
」

の
奥
脅
か
ら 、

宣
賢
が
大
永
四 、

五
年
頃
禁
中
で
大
学
章
句
を
講
じ
た
ら
し
い
こ
と
が

わ
か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

論
語
は
永
正
五
年 、

同
八
年 、

大
永
四
年

天
文
十
年
の
四
回
講
じ
て
い
る

。

以
上
は
い
ず
れ
も
は
っ
き
り
と
記
録

に
残
っ
て
い
る
公
的
な
も
の
だ
け
で
あ
る
の
で

、

宣
賢
の
精
力
的
な
講

義
活
動
か
ら
み
て、

も
っ
と
多
く
の
講
義
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る

。

(
注
幻
)

山
崎
派
の
抄
物
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
が

、

た
と
え
ば
教

育
大
国
語
研
究
室
蔵
「
然
斉
先
生
冬
至
文
諮
畿
」
(
写
本
一

冊)

で
は 、

弟
子
の
花
沢
文
治
・

鵜
沢
泰
郎
の
筆
録
し
た
も
の
に
説
者
の
黙
斉
自
ら

朱
正

、

書
き
こ
み
を
し
て
い
る

。

(
注
M
)

奥
書
「
以
卜

氏
必
説
不
透
背
一

旬
抄
之
但
所
々
雄
非
無
不
審
暫

兼
倶
卿

任
師
誇
命
短
宅
至
纂
疏
愚
皮
私
加
之
者
也

少
納
言
宣
賢
」

(
注
お
)

い
ず
れ
も
同
じ
つ
ぎ
の
奥
書
を
有
す
る
(
た
だ
し
教
大
本
は
下

吉田
社
頭
愚
息
也

巻
末
の
百
付 、

署
名
を
脱
し
て
い
る)

。
「
先
年
採
抄
出
為
譲
与
竹
鶴
丸

市一
加
琢
館
者
之
同
文
字
読
清
濁
以
朱
指
声
詑
ト

氏
都
説
不
違
背
一

旬
於

纂
疏
私
菩
加
之
為
子
孫
亀
鋭
戦
勿
出
函
底
失

大
永
六
年
四
月
二
日
終

上
巻
功
侍
従
三
位
清
原
宣
賢
」
(
上
巻
末)
「
先
年
雄
令
抄
出
為
譲
与
神

少
名
竹
鶴
丸(
凪
息
也)
去
年
五
月
六
日
元
服

低
少
副
卜

部
兼
右
重
加
琢
磨
筈
之
同
文
字
読
清
濁
以
朱
指
声
卜

氏
総
説

不
違
背
一

旬
於
纂
疏
私
書
加
之
為
子
孫
包
鏡
臓
勿
出
面
底
実

年
正
月
新
日
終
下
巻
功

侍
従
三
位
清
原
宣
賢
」

(
注
目叫)

宣
賢
の
手
控
え
は
孝
経
と
日
本
書
紀
の
場
合
を
除
い
て
す
べ
て

「
l

聴
塵
」

と
い
う
名
称
を
持
ち 、

問
書
の
方
は
す
べ
て
「
1

抄
」

と

称
さ
れ
て
い
る

。

土
井
氏
が
詳
述
し
て

お

ら
れ

る
「
毛
詩
聴
塵
」

と

「
毛
詩
抄
」 、

お
よ
び
一

で
述
べ
た
「
孝
経
訟
抄
」
(
山仰
木
と
「
孝
経
抄
」

(
同
山
本)

の
ほ
か
に 、

私
の
調
べ
た
範
囲
で
二
種
の
対
応
が
み

ら
れ

る
諸
本
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る

。

「
大
学
聴
座
」

(
注
8
参
照)

と

「
大
学
抄
」
(
注
目
l

目
安
照) 、
「
論
語
聴
堕
」
(
写
本
六
冊 、

上
野
図

書
館
蔵)

と
「
論
語
抄
」
(
注
却
幻
容
照) 、
「
蒙
求
聴
箆
」
(
注
7
参
照)

と
「
蒙
求
抄
」
(
刊
本) 、
「
日
本
書
紀
抄
」
(
注
お
多
照)

と
「
日
本
書

紀
抄
」
(
古
活
字
版)

。

ま
た
未
調
査
で
あ
る
が
前
掲
緒
方
氏
の
論
文
に

よ

れ

ば 、

京
大
蔵
「
孟
子
抄
」

と
緒
方
氏
蔵
「
孟
子
抄
」 、

大
阪
府
立

図
番
館
蔵
「
論
語
聴
盛
」

と
舟
橋
家
本
「
論
語
抄
」

と
が
こ
の
種
の
対

立
を一
示
す
と
の
こ
と
で
あ
る

。

(
注
幻
)

転
写
本
ニ
冊

。

外
題
「
論
語
問
書
全
常
忠
御
講
建
仁
寺
大
畠
天

隠
問
者
也
」

奥
書
「
子
時
天
文
四

来
年
七
月
六
日

環
翠
軒
宗
友
御
本

申
請
書
写
己十
命
日
建
仁
寺
大
昌
取
番
早
不
可
有
外
見
而
己

頼
口
花

押
」

(
注
却
)

写
本
四
冊
(
有
欠
本
一

冊)
。

足
利
氏
は
本
書
を
「
論
語
聴
箆
」

と
同
一

木
と
さ
れ
る
が

、

そ
の
第
一

冊
は
笈
翰
集
に
影
印
さ
れ
て
い
る

東
山
御
文
庫
蔵
「
論
語
抄
」
(
く
わ
し
〈
は
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」

容
照)

と
完
全
に
一

致
し 、

か
つ
上
野
本
「
論
語
聴
盛
」

と
は
別
本
で

あ
る
。

第
二
冊
以
下
に
つ
い
て
は
東
山
御
文
庫
本
が
み
ら
れ
な
い
の
で

大
永
七

96 



未
考

。

(
注
羽
)

私
の
見
た
の
は
教
育
大
図
書
館
蔵
本
(
九
冊 、

有
欠
本
一

冊)

で
あ
る
が

、

こ
れ
は
「
抄
物
目
録
」

論
語
の
部
川
印
刷
の
諸
本
と
同
穣

本
と
み
ら
れ
る
。

(
注
却
)

蒙
求
抄 、

毛
詩
抄
に
つ

い
て

は
「
抄
物
目
録
」

多
照

。

ほ
か

に
、

た
と
え
ば
刊
本
「
大
学
抄
」

(
無
刊
記
本
と
寛
永
七
年
刊
本
の
二

種
あ
り 、

表
記
が
異
な
る
点
は
あ
る
が
内
容
は
同
一

で
あ
る
)

は
宣
資

の
「
大
学
穂
座
」
(
注
9
多
照)

の
仮
名
抄
の
部
分
と
ほ

ぼ
一

致
し 、

寛
永
十
七
年
刊
「
日
本
書
紀
抄
」

は
注
お
で
述
べ
た
宣
賢
の
「
日
本
財

紀
抄
」

と
一

致
す
る

。

(
あ
と
が
さ)

資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
御
配
慮
い

た

だ

い

た
、

大
東
急
文

庫 、

宮
内
庁
舎
陵
部 、

建
仁
寺
両
足
院 、

京
都
大
学
図
書
館 、

同
国
語
研

究
室 、

東
京
大
学
国
語
研
究
室
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

(
以
上)

|
東
京
教
育
大
大
学
院
学
生
|




